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た。術 式 はPD/DP/TP:25/16/4例、UICC分 類 に よ るpStageは、IA/IB/IIA/IIB/III/IV：
2/0/8/35/0/0例、R0/R1：36（80.0%)/9例（20.0%）で あ っ た。術 前 も し く は 術 後 の
mtKRASはそれぞれ11人（24.4%)、20人（44.4%）であった。術前血清におけるmtKRAS
とwtKRASの2群間の生存率に有意な差は認めなかったが、術後血清におけるmtKRASの















中 野  容 
KRAS muta tions in cell-free DNA from preoperative and postoperative sera as a pancreatic 
cancer marker: a retrospective study 
（術前術後血清から採取したcell-free DNA 中のKRAS遺伝子変異による浸潤性膵管癌の 
 予後予測因子の検討） 
